
2018 年度 第 3 回ＯＰ協会理事会議事録 

日本 OP 第 5-18-11 号 

日時 ：2018 年 2 月 17 日（土）10:30～17:00 

場所 ：フォーシーズ会議室 

参加者：占部副会長、濱本理事長、高山福理事長、花田理事、岡田理事、山田理事、青野理事、 

須河内理事、中村理事、服部理事、松尾理事、荒川理事、秋山監事、檜皮監事（順不同） 

 

欠席者：矢野副会長、西村理事、、（順不同） 

 

【挨拶】 

議事録作成：荒川理事、確認者：高山理事（東日本）、松尾理事（西日本） 

 

議事に先立ち、濱本理事長から挨拶があり、上記議事録作成者と確認者を決定し、濱本理事長を

議長として審議を実施した。 

 

審議事項 

議題 1 総務委員会報告： 

１．会計議案 (1)会計進捗報告【服部理事】 

・IODA（国際 OP 協会）に対して 2018 年の年度会費をユーロで支払った。 

・50 周年委員会の積み立ては、一般会計で収支処理後 本会計に移行する。 

・オフシャルスポンサー等からの“物品”による提供は、現地大会サイドが受けて 

 JODA には“現金”のみが提供される。 

・全日本 選手参加料収入については、最近の大会運営経費の増大に対する、現地主催 

サイドに配慮して 280 万円（140 名×20,000 円）のうち、JODA が 20 万円、現地 

主催者が 260 万円の割合とする。（過去は JODA 40 万円：現地主催者 240 万円） 

 

２．事務局議案【高山理事】 

 (1)  2018 年度会員の登録開始 例年通り、3/1 受付開始、5/31 締切として、締切以降では 

継続でも入会金を徴収、会費変更なしとする。 

 

  (2) 全日本持ち回りカップの受賞者刻印 対象５名の刻印プレート受領し、業者（野地商店）

に発注、完成済み。約 6,966 円。 

  

(3) 選考会関係   委託覚書に調印する予定。 

 

(4) JSAF 関係 1/20 全国代表者会議に濱本理事長が出席した。  

      （河野 JSAF 会長とも面談、少子化の傾向は将来のヨット人口減にも影響するので 

JSAF は OP を重視している。とのお言葉をいただいた。） 

     ・JODA と JJYU（日本ジュニアヨットクラブ連盟）の関係については揉めてはいない。       

西日本は檜皮監事が担当して進捗している。 



→ 国際交流日本ジュニアヨットクラブ競技会は 今年 8月に別府で開催予定。 

・JSAF に提出する年度報告・ 

計画を例年４月末までに提出であり、これを総会資料にて対応する予定。  

・イベント主催者保険を継続加入予定。 

これはレースだけではなく、イベントの全てをカバーしている。 

・2/10 指導体系検討会・担当理事の選任。ジュニア部門を榊原元理事に依頼する。 

・JSAF の理事推薦に 日頃 JODA 大会でジュリーとしてお世話になっている川北氏 

を JODA から推薦した。 

 

(5) JODA の略称表記  

過去に J.O.D.A とピリオドが間に入った略称が使われていた。どちらが正式か？ 

→ 昔は IODA も I.O.D.A.と表記されており JODA はそれに倣ったが 現在では 

IODA と表記されているので、JODA との表記が主流である。 

 

(6) ライフジャケットの扱い JSAF 公示によるクラス規則の適用について。 

JSAF のライフジャケットに関する基準 

１．ライフジャケットについて、クラス規則・大会での基準がある場合には 

  それに従うこととする。 

２．クラス規則・大会での基準が無い場合には、ISO 12402-5、レベル 50 または 

  同等の基準に従う事とする。 なお、未成年や身体の軽いセーラーの場合は、 

自分の体重を支えるのに充分な浮力があり、ISO 等による浮力表示がされて 

いるものとする。 

なお、大会中または練習中に動力を有する小型船舶（運営艇・審判艇・救助艇・ 

コーチ艇）に乗船する場合には、必ず上記基準または認証されたライフジャケッ 

トを着用するものとする。 

 

(7)宮内庁対応  

50 周年記念パーティ及び大会に高円宮妃殿下のご参加をお願いするにあたり、国見顧問を 

補佐する担当理事の任命要 最終日のＰＭ海上観戦、閉会式ご参加を依頼予定。 

日程合えばご参加いただける見込み。→ 宮様をご招待する。 

   

(8) 新規入会クラブ 熱海ジュニア海洋クラブの加盟について。 →承認。 

 

議題２ レース委員会：【松尾理事】 

１．2017 年 11 月 全日本 OP（若洲）反省点の展開  

１）協賛対応  

２）開催地との調整、所掌  

３）安全対策（無線、ブリーフィング、レースの中止判断）→ JODA 主催レースについては、

レンタルの無線機を各支援艇にも持ってももらうようにし、 支援艇の出艇料金に含めるとする。 

４）レース進行  



２．2 次選考会について（2018 年 3 月別府） 

１）JODA としてのイニチアチブ  

２）JODA のスタッフ確認  

３）上告否認について（ナショナルジャッジ-A 級 5 名）  

４）SI の作成  

３．2 次選考会 翌年度の開催地  

１）1 月に公募済み  

２）3 月末にて公募締め切り・・・現在のところ応募なし。  

４．全日本 OP  

１）大会枠締め切り 2 月末  

２）翌年度(51th)開催地公募 5 月～8 月   → 光セーリングクラブより申し出があった。 

５．2018 年度 JODA 主催レース日程  

東日本選手権     2018 年 8 月 24～26 日 浜名湖 三ヶ日青年の家 

西日本選手権     2018 年 8 月 17～19 日  広島 観音マリーナ  

全日本 OP チームレース  2018 年 9 月 15～17 日  広島 観音マリーナ  

全日本選手権（50th）    2018 年 11 月 22～25 日  江ノ島 

６．その他  

１）賞状データ作成中  

２）出前コーチ      OP 卒業生をコーチに任命する方針。 

WEB-site に 4 月に公開できる事を目標とする。 

３）トロフィー制作について（6 月完成、11 月の全日本から使用予定） 

 

議題３ 強化海外派遣委員会：【岡田理事】 

各国際大会の派遣準備状況 

１）第 17 回アジア セーリング選手権  2 名   インドネシア・ジャカルタ 6 月 24～30 日 

   JSAF より申し込み状況は進捗している。     コーチに白石氏を推薦 → 承認 

 

２）世界選手権           5 名   キプロス 8 月 27～9 月 6 日 

   NOR 公示済み、一次エントリーは完了した。  コーチに白石氏を推薦 → 承認 

 （選手 5 名、役員 3 名、レース艇チャーター5 艇、コーチ艇チャーター1 艇 計 4,325 € ） 

 

３）アジア・オセアニア選手権    7？名  ミャンマー．グエサウン 11 月 10～17 日 

   ホームページ未開設 

 

４）ヨーロッパ選手権        ５？名   オランダ・ハーグ 6 月 23～30 日 

   NOR 未公表 

 

５）北米選手権          ４？名   メキシコ・パジャルダ 6 月 24～7 月 1 日 

   NOR 未公表 

 



議題４ 普及育成委員会：【青野理事】 

1. JSAF オリンピック強化委員会との連携 

ＪＳＡＦと連携した、ジュニアユースを対象とした強化普及育成へ向けての JODA 担当窓口

の設定と、今後の JODA の方向性への協議 

     → 窓口担当については 2 名の候補者を考えているが、具体的には未定である。 

２．JSAF との連携による普及啓発活動 

「キッズからセーリングを！」のキャッチフレーズで普及活動を展開予定。 3 月のボートシ

ョー開催に向けての動画完成。ボートショーでは OP 現物と写真パネルを展示して、来訪し

た子供達に OP に触れる機会を提供。ボートショーで配布する資料の中に、各クラブの入会

受付情報や体験会案内を掲載予定。協会ホームページから情報募集の案内が告知出来るように

理事会の承認をお願いしたい。  → 承認 

３. 加盟クラブへのコーチ派遣検討。 

強化と普及の両面から加盟クラブへ派遣できるコーチ(OP 卒業生を含め)の候補選定(打診等)

を進めて、各加盟クラブへの提案など具体化へ向けて進める。この計画に対する具体的な行動

に移すための意見交換。(地元地域レベルで、兵庫ジュニアで提案側とクラブ側の賛同の元、

暇な卒業 OB をレースにコーチとして二日間帯同させた（2 月 11~12 日の和歌山コールドカ

ップ / コーチ西村宗至朗（高３）。選手達は、コーチに良いとこ見せようといつになく張り切

って良い結果が出たと言う事と、保護者指導者達からも非常に勉強になったと好評であった。） 

 

議題５ 計測委員会：【荒川理事】 

１）クラス規則 2018 年度版を 翻訳して公表した。 細部 3 件の他は大きな改訂はない。 

２）IODA 大会にて、ライフジャケットの検査が行われるようになり、また、JSAF からも 

 議題１．事務局（２）(6) の公示があったので、今年から JODA 大会ではライフジャケットの 

 安全性チェックを、製品に記載された表示を判断して、レース計測にて実施される予定。 

 

議題６ 50 周年委員会： 

6 月 17 日(日) に行われる記念パーティについての打ち合わせが行われた。 

 

議題７ その他： 

2017 年 12 月 28～30 日、沖縄・座間味にて行われた 合宿／レース について報告された。 

 

 

次回第４回理事会は 6 月 16 日（土）表参道にて開催予定。 

 

以上 

 

議事録作成：荒川 

確認（東日本）：高山 

確認（西日本）：松尾 


